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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年5月20日(2020.5.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　本明細書で説明される技術は、ＵＥデータ内に「パンクチャリング」されたＭＴＣデー
タを含む信号を送信し、２つの装置の地理的位置に基づいて基地局によって生成される共
通地理的依存制御データを含む共通の制御メッセージを送信することによってＭＴＣ装置
のＭＢＢ　ＵＥ装置への近接性を利用する。２つの装置は、データ信号を首尾よく受信す
るために、ＭＢＢ　ＵＥ装置に適用される地理的依存制御情報をＭＴＣ装置に適用するこ
とができるほど、互いに十分近い。制御メッセージはまた、各装置がその装置を対象とす
るデータを回収することを可能にする装置固有の制御情報を含む。したがって、ＭＢＢ　
ＵＥ装置およびＭＴＣ装置は、同じデータ信号および同じ制御メッセージを受信するが、
その装置向けのデータのみを回収する。その結果、データチャネルを受信する両方の装置
に適用される制御情報を送信しながら、両方の装置にデータを送信するために同じ空間通
信リソースが使用されるので、通信リソースが効率的に利用される。状況によっては、装
置のうちの１つのみからのフィードバック情報が、送信の設定、変調、符号化率、および
送信のタイミングパラメータに適用されてもよい。例えば、タイミング調整（ＴＡ）に関
連するフィードバックは、ＭＢＢ　ＵＥデ装置から基地局で受信されてもよく、基地局か
ら送信を受信するＭＴＣデバイスにとって正確であると仮定されてもよい。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　制御メッセージ１０６は、共通地理的位置依存制御情報１１６と、各装置による適切な
データの受信を容易にする装置固有の制御情報１２５とを含む。共通地理的位置依存制御
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情報１１６は、装置１０８、１１０の位置に起因するか、そうでなければそれに依存する
制御情報である。共通地理的位置依存制御情報１０６の例には、ＭＩＭＯ設定のＰＭＩ（
Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｅｘ）、ＰＭＩ確認ビット、ＰＤＳＣＨおよ
びＲＳの間のパワーオフセット、ＤＭ－ＲＳスクランブリングシーケンスインデックス、
および位相追跡ＲＳシーケンスインデックスが含まれる。装置固有の制御情報は、関連す
るＵＥ装置がそのＵＥ装置を対象とするデータを回収することを可能にする各装置に関す
る追加の制御情報を含み、データに使用される時間・周波数リソースの識別などの情報を
含んでもよい。したがって、ＭＴＣ固有制御情報１１４はＭＴＣ装置１１２を対象とし、
ＵＥ固有制御情報１１６はＭＢＢ　ＵＥ１１０装置を対象とし、一方、共通位置依存制御
情報１１８は両方の装置を対象とする。装置固有の制御情報１２５は、変調符号化方式（
ＭＣＳ）、冗長バージョン（ＲＶ）、および新データインジケータ（ＮＤＩ）を含んでも
よい。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　したがって、基地局１０２は、制御チャネル１０８を介して制御メッセージ１２０をＵ
Ｅ装置１１０およびＭＴＣ装置１１２に送信し、データチャネル１０６を介してＵＥデー
タ１２２およびＭＴＣデータ１２４を同じ空間リソースを使用してＵＥ装置１１０および
ＭＴＣ装置１１２に送信する。ＵＥ装置１１０は、制御メッセージ１２０を受信し、ＵＥ
データ１２２を回収するために、共通位置依存制御情報１１８およびＵＥ固有制御情報１
１６を適用する。ＭＴＣ装置１１２は、制御メッセージ１２０を受信し、ＭＴＣデータ１
２４を回収するために、共通位置依存制御情報１１８およびＭＴＣ固有制御情報１１４を
適用する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　送信信号は、ＵＥ装置に関するＵＥデータを伝達する複数のデータサブキャリアを含む
。ＵＥデータに利用可能であるが使用されていないデータサブキャリアの一部は、ＭＴＣ
装置に関するＭＴＣデータを伝達する。送信信号はまた、ＵＥ装置およびＭＴＣ装置によ
るデータサブキャリアの受信に適用される地理的位置依存制御情報を伝達する複数の制御
サブキャリアを含む。両方の装置に適用される地理的位置依存制御情報に加えて、制御サ
ブキャリアはまた、ＵＥデータサブキャリアからのＵＥデータおよびＭＴＣデータサブキ
ャリアからのＭＴＣデータの回収に適用される装置固有の制御情報を伝達する。装置固有
の制御情報は、ＵＥデータを伝達する時間・周波数リソースおよびＭＴＣデータを伝達す
る時間・周波数リソースを識別する。地理的位置依存制御情報は、それらの共通の位置の
ために両方の装置に適用される制御情報を含み、多入力多出力（ＭＩＭＯ）パラメータお
よび送信モードパラメータなどのパラメータを含んでもよい。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　図２は、ＭＢＢ　ＵＥ装置１１０に近接するＭＴＣ装置１１２に対する信号送信２００
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の一例のブロック図である。送信信号２００は、互いに近くに位置する２つの装置に情報
を送信するために、時間、周波数および空間リソースを共有する。送信信号２００は、装
置１１０、１１２の両方に適用される共通位置依存制御情報１１８と、送信２００内のデ
ータ位置について各装置に関する情報を少なくとも含む装置固有の制御情報１２５とを伝
達するために使用される時間・周波数リソース要素などの制御通信リソース２０２を含む
。信号送信２００はまた、ＵＥデータ１２２およびＭＴＣデータ１２４を伝達するために
使用される時間・周波数リソース要素などのデータ通信リソースを含む。ＭＴＣデータ１
２４には、ＵＥデータに利用可能だがＵＥデータには未使用の通信リソースが使用される
。各装置１１０、１１２は、その装置を対象とするデータ通信リソース２０４からデータ
１２２、１２４を回収するために、共通位置依存制御情報１１８および装置固有の制御情
報１２５の装置依存情報１１４、１１６を使用する。ＭＴＣ装置は、空間（または指向性
ビームフォーミング）ベクトルおよびＭＩＭＯパラメータなどの共通制御情報１１８が少
なくとも類似する、状況によっては同じであるくらい、ＵＥ装置に十分に近い。状況によ
っては、装置は互いに１フィート以内にあってもよく、他の状況では、装置間の距離は２
フィート未満である。さらに他の状況では、装置は互いに３フィート未満である。装置間
の他の距離はまた、特定のシステム実装およびチャネル状態に応じて、可能であってもよ
い。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　図３は、通信システム１００における送信に適した信号送信３００の一例の図である。
信号送信３００は、物理下りリンク制御チャネル３０２および物理下りリンクデータチャ
ネル３０４を含む。後述するように、いくつかの例では、物理下りリンク制御チャネル３
０２は、３ＧＰＰ通信仕様の少なくとも１つの改訂に準拠するＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）であり、物理下りリンクデ
ータチャネル３０４は、３ＧＰＰ通信仕様の改訂に準拠するＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）である。物理下りリンク制御チ
ャネル３０２は、制御メッセージを伝達する時間・周波数リソース（通信リソース要素）
を含み、したがって、装置固有の制御情報１２５および共通位置依存制御情報１１８を含
む。物理下りリンクデータチャネル３０４は、データ１２２、１２４を伝達する時間・周
波数リソース（通信リソース要素）を含み、したがって、ＵＥデータ１２２およびＭＴＣ
データ１２４を含む。したがって、物理下りリンク制御チャネル３０２は制御チャネル１
０８の一例であり、物理下りリンクデータチャネル３０４はデータチャネル１０６の一例
である。ＭＴＣデータ１２４は、ＵＥデータ１２２に使用される通信リソース要素のブロ
ック内にある。ＭＴＣデータに使用されるリソース要素は、ＵＥデータには使用されない
。したがって、ＭＴＣデータはＵＥデータ内に「パンクチャリング」される。この例では
、両方の装置は、装置固有の制御情報および共通位置依存制御情報１１８を回収するため
に、物理下りリンク制御チャネル３０２を受信して復号する。ＵＥ装置１１０は、ＵＥデ
ータ１２２を回収するために、ＵＥ固有制御情報１１６および共通位置依存制御情報１１
８を適用する。ＭＴＣ装置１１２は、ＭＴＣデータ１２４を回収するために、ＭＴＣ固有
制御情報１１４および共通位置依存制御情報１１８を適用する。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
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　図５は、ＵＥデータ１２２、ＭＴＣデータ１２４、およびＥＰＤＣＣＨ４０６を含む信
号送信４００の一部５００の図である。ＥＰＤＣＣＨ４０６は、ＭＴＣ制御情報１１４、
ＵＥ制御情報１１６および共通位置依存制御情報１１８を含む。両方の装置１１０、１１
２は、装置固有の制御情報および共通位置依存制御情報１１８を回収するために、ＥＰＤ
ＣＣＨ４０６を受信して復号する。ＵＥ装置１１０は、ＵＥデータ１２２を回収するため
に、ＵＥ固有制御情報１１６および共通位置依存制御情報１１８を適用する。ＭＴＣ装置
１１２は、ＭＴＣデータ１２４を回収するために、ＭＴＣ固有制御情報１１４および共通
位置依存制御情報１１８を適用する。図４および図５の例では、ＭＴＣ装置１１２は、Ｕ
Ｅ装置１１０のために通常予約されている帯域幅の一部５０２のみを受信するために、狭
帯域受信機を利用することができる。送信４００内のＥＰＤＣＣＨ４０６の近くにＭＴＣ
データ１２４を配置することによって、ＭＴＣデータおよびＥＰＤＣＣＨ４０６を伝達す
るサブキャリアだけがＭＴＣ装置１１２によって受信される必要がある。ＭＴＣデータの
リソース要素およびＥＰＤＣＣＨのリソース要素は周波数的に互いに近いため、狭い部分
５０２のみが受信される。したがって、この例は、ＰＤＣＣＨ全体が受信される必要があ
る例と比較して、狭帯域受信機を使用するという利点を有する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　ステップ６０４において、複数の制御時間・周波数リソースは物理下りリンク制御チャ
ネルを介して送信される。複数の制御時間・周波数リソースは、ＵＥ装置によるＵＥデー
タおよびＭＴＣ装置によるＭＴＣデータの受信に適用される共通位置依存制御情報を含む
。物理下りリンク制御チャネルは、ＵＥデータの回収に適用され、ＵＥデータ時間・周波
数リソースを識別するＵＥ制御情報と、ＭＴＣデータの回収に適用され、ＭＴＣデータ時
間・周波数リソースを識別するＭＴＣ制御情報と、を含む。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）装置およびマシン型通信（ＭＴＣ）装置に、送信信号を送信するこ
とを含み、
　前記送信信号の前記送信は、
　物理下りリンクデータチャネルを介して複数のデータ時間・周波数リソースを送信する
ことと、
　物理下りリンク制御チャネルを介して複数の制御時間・周波数リソースを送信すること
と、を含み、
　前記複数のデータ時間・周波数リソースは、前記ＵＥ装置に関するＵＥデータを伝達す
るＵＥデータ時間・周波数リソースおよび前記ＭＴＣ装置に関するＭＴＣデータを伝達す
るＭＴＣデータ時間・周波数リソースを含み、
　前記複数の制御時間・周波数リソースは、前記ＵＥ装置による前記ＵＥデータおよび前
記ＭＴＣ装置による前記ＭＴＣデータの受信に適用される共通位置依存制御情報を含む、
方法。
【請求項２】
　前記ＵＥデータを伝達する前記ＵＥデータ時間・周波数リソースは、ＵＥデータを伝達
するために利用可能なＵＥデータ時間・周波数リソースの一部であり、前記ＭＴＣデータ
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を伝達する前記ＭＴＣデータ時間・周波数リソースは、前記利用可能なＵＥデータ時間・
周波数リソースの未使用ＵＥデータ時間・周波数リソースである、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記物理下りリンク制御チャネルは、
　前記ＵＥデータの回収に適用され、前記ＵＥデータ時間・周波数リソースを識別するＵ
Ｅ制御情報と、
　前記ＭＴＣデータの回収に適用され、前記ＭＴＣデータの時間・周波数リソースを識別
するＭＴＣ制御情報と、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記物理下りリンク制御チャネルは、３ＧＰＰ（Ｔｈｅ　Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔ
ｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅ
ｖｏｌｕｔｉｏｎ）仕様の少なくとも１つの改訂に従うＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　
Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）である、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記物理下りリンクデータチャネルは、３ＧＰＰ（Ｔｈｅ　Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）仕様の少なくとも１つの改訂版に従うＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）である、請求項３に記載の方法
。
【請求項６】
　前記物理下りリンク制御チャネルは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ仕様の前記少なくとも１つの改
訂に従うＥＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＭＴＣデータ時間・周波数リソースは、前記ＥＰＤＣＣＨのＥＰＤＣＣＨサブキャ
リアの周波数近くに配置される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＭＴＣデータ時間・周波数リソースは、前記ＥＰＤＣＣＨサブキャリアの周波数に
隣接して配置される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ＭＴＣデータ層制御情報は、前記ＭＴＣデータが前記信号送信中に存在することを示す
ＭＴＣデータ存在インジケータを含み、
　前記ＭＴＣデータは、前記ＭＴＣ装置が既知の所定のフォーマットであり、
　前記所定のフォーマットは、変調符号化方式（ＭＣＳ）、前記ＭＴＣデータのサイズ、
および前記ＭＴＣデータの時間・周波数リソースを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記所定のフォーマットは、前記ＵＥデータおよび前記ＭＴＣデータの共通の空間リソ
ースをさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記共通位置依存制御情報は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）パラメータを含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザ機器（ＵＥ）装置およびマシン型通信（ＭＴＣ）装置に送信信号を送信する送信
部を備え、
　前記送信信号は、
　前記ＭＴＣ装置に関するＭＴＣデータを伝達するＭＴＣデータ時間・周波数リソースお
よび前記ＵＥ装置に関するＵＥデータを伝達するＵＥデータ時間・周波数リソースを含む
複数の時間・周波数リソースを含む物理下りリンクデータチャネルと、
　前記ＵＥ装置による前記ＵＥデータおよび前記ＭＴＣ装置による前記ＭＴＣデータの受
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信に適用される共通位置依存制御情報を含む物理下りリンク制御チャネルと、を含む基地
局。
【請求項１３】
　前記ＵＥデータを伝達する前記ＵＥデータ時間・周波数リソースは、前記ＵＥデータを
伝達するために利用可能なＵＥデータ時間・周波数リソースの一部であり、前記ＭＴＣデ
ータを伝達する前記ＭＴＣデータ時間・周波数リソースは、前記利用可能なＵＥデータ時
間・周波数リソースの未使用のＵＥデータ時間・周波数リソースである、請求項１２に記
載の基地局。
【請求項１４】
　前記物理下りリンク制御チャネルは、
　前記ＵＥデータの回収に適用され、前記ＵＥデータ時間・周波数リソースを識別するＵ
Ｅ制御情報と、
　前記ＭＴＣデータの回収に適用され、前記ＭＴＣデータ時間・周波数リソースを識別す
るＭＴＣ制御情報と、を含む、請求項１２に記載の基地局。
【請求項１５】
　前記物理下りリンクデータチャネルは、３ＧＰＰ（Ｔｈｅ　Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）仕様の少なくとも１つの改訂に従うＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）であり、
　前記物理下りリンク制御チャネルは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ仕様の前記少なくとも１つの改
訂に従うＥＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）であり、
　前記ＭＴＣデータ時間・周波数リソースは、前記ＥＰＤＣＣＨのＥＰＤＣＣＨサブキャ
リアの周波数近くに配置される、請求項１４に記載の基地局。
【請求項１６】
　前記ＭＴＣデータ時間・周波数リソースは、前記ＥＰＤＣＣＨサブキャリアの周波数に
隣接して配置される、請求項１５に記載の基地局。
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